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T O P I C S：災害時に役立つローリングストック

出典：農林水産省「災害時に備えた食品ストックガイド」https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodstock/guidebook.html

10月に入り暦の上では秋に段々と近づいてきました。晴れの日はまだまだ暑さが続く日もありますが、台風などの天候

不良にも引き続き備えてまいりましょう。日本では8月から多くの台風が発生し、突風や大雨による浸水や土砂災害が

各地で続いており、その都度甚大な被害が発生しています。災害時は、お店なども閉じてしまう可能性がありますので、

日頃から自宅でできるローリングストックを生活に取り入れましょう。「何からはじめればよいか分からない」「毎日忙し

くて、そこまでやる余裕がない」「続かない」「備蓄のスペースもお金もない」など感じている方も、気負わず取り組める

内容をまとめましたので、ご参考になれば幸いです。

＞ローリングストックとは？

ローリングストックとは、普段の食品を少し多めに買い置きしておき、賞味期限を考えて古いものから消費した分を買い足す

ことで、常に一定量の食品が家庭で備蓄されている状態を保つための方法です。

ココが ポ イ ン ト

• 費用・時間の面で、普段の買い物の範囲でできる

• 買い置きのスペースを少し増やすだけで済む

✕3DAYS

備蓄の目安＝家族の人数×最低3日分

※できれば1週間分を備えましょう

備蓄食品を用意する際の分類の ヒ ン ト

備蓄食品は大きく分けて「非常食」と「日常食品」の2種類があります。

非常食 日常食品

Stock

災害時の備えとして用意し

主に災害時に使用するもの

【非常食は場面に応じて日常でも利用が可能】

日常から使用し、かつ

災害時にも使用するもの

【ローリングストック】

https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodstock/guidebook.html


＞水の備蓄について

ライフラインの停止に備えて、どの家庭でも必ず水をストックしておきましょう。

水は、災害時でライフラインが止まった時の必需品です。飲料用と調理用だけで一人当たり1日3リットルの水が必要と言わ

れており、最低3日分として9リットルの備蓄が必要になります。

※湯せん、食品や食器を洗ったりする水は別途必要です。

• 日常的に飲んで買い足す

• 定期的に水が配送されるウォーターサーバーもおすすめ

※停電時も水が出るタイプが災害時も安心です。

■水道水の備蓄

水道水は、塩素による消毒効果により3日程度は飲

料水として使用可能です。フタのできる清潔な容器

に口元いっぱいに水道水を入れて、しっかりとフタを

閉め、直射日光を避けて室温の低い所に保存しま

しょう。

■長期保存型の水の備蓄

保存水と呼ばれるミネラルウォーターの賞味期限は

5年～10年。通常のミネラルウォーター（約2年程

度）の2倍から5倍ほど長持ちするので備蓄用の

水として最適です。
■その他の飲み物（お茶など）

水以外にも日頃から飲んでいるお茶や清涼飲料水などがあれば、一緒に用意しておきましょう。

＞いろいろな非常食で、楽しく備蓄！

自分や家族の好みに合った非常食を備蓄しておくことで、災害時でもおいしい食品を食べることができます。

大型スーパーマーケットの防災コーナーには、さまざまな非常食が陳列されています。日常の買い物でついでに、非常食も

チェックしておきましょう。おいしい非常食も多いので「ローリングストック」用にもおすすめです。

出典：農林水産省「災害時に備えた食品ストックガイド」https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodstock/guidebook.html

レトルト食品 菓子類 缶パン

アルファ米（アルファ化米）

お湯で約15分、水で約60分

鍋などの調理器具を使わなくても、パックに水（お湯）を注いでおくだけで、ふっくら

とした柔らかいご飯に戻ります。袋が食器を兼ねるので、余分なゴミも出ません。

シンプルなご飯から、おかゆ、混ぜご飯まで多彩な味があります。

レスキューフーズボックス

水も火も使わずに温かな食事をいただける

被災直後に、電気・ガス・水道などライフラインがすべて断たれることも想定した食品

セットです。付属の発熱剤で温めるだけで、いつでも簡単に食べられます。電気・

ガス・水がなくても温かい食事が食べられるので安心です。

https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodstock/guidebook.html


出典：首相官邸「災害が起きる前にできること」https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html
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田園調布中央病院は

2025年に新築移転いたします

新病院は「多摩川駅」近くに2025年1月4日開院します！

田園調布中央病院は長きにわたり田園調布駅前の

地において地域の皆さまのご支援のもと、地域密

着型の病院として医療を提供させていただいており

ます。1953年の開設以来、病院機能の充実を図り、

快適に診療を受けていただけるよう、これまで逐次

改修を行いながら運営してまいりましたが、建物・

設備の老朽化に伴い、このたび全面的に新築移転

する運びとなりました。昨年、新築移転に向けた

計画が始動し、8月より建築工事が始まりました。

新病院は多摩川駅近くの中原街道沿いに立地し

丸子橋を挟んで武蔵小杉にも近く、交通の要衝に

あります。

病床数は、急性期病棟48床、回復期リハビリテーション病棟52床のケアミックス病院となり、救急・地域医療を中心とした

急性期医療と併せ、患者さまの日常生活への早期復帰を目指したリハビリテーションプログラムの充実を図ってまいります。

新に整備される回復期リハビリテーション病床、また4階の個室病床からは多摩川や富士山の景色が一望できるなど、療養

環境の充実を図り、地域を支える医療インフラとして、装いも新たに生まれ変わります。

新築移転に伴いオープニングスタッフを募集しております
東急東横線・目黒線・多摩川線「多摩川駅」より徒歩2分！交通アクセス抜群の地で就業できます。

医師・看護師・看護助手・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

薬剤師・社会福祉士・管理栄養士・臨床検査技師・診療放射線技師

直接応募随時受付中です！

※採用人数に達した際は求人を終了する場合がございます。

＞詳しくはQRコードをチェック！お電話でのお問合せもお気軽にどうぞ!

＼求人最新情報は／
こちら

📞03-3721-7121（代）
（担当） 田園調布中央病院 総務課 メールでお問合せの方＞ denencyofu_hp@tmg.or.jp

医療事務・営業事務・経理事務・総務事務
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